
（平成 26 年４月予定、設置認可申請準備中）

新しい時代を切り開こう

①北大阪地区で本格的な教育学

部（児童教育学科）の誕生 ②２つのコースで小学校・幼稚

園教諭一種免許状及び保育士資

格を取得

③１年生から４年生まで担任制

の導入

④豊富な学外実習と特性科目が

特色

⑤大阪教育大学、京都教育大学

などにおいて指導経験豊富な、

熱意のある教員の指導のもと小

学校教員採用試験の合格をめざ

す
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チアリーダーが 周年を祝う

メッセージを描いた

比良山系の豊かな自然ととも

に歩んできたびわこ成蹊スポー

ツ大学が2003年の開学から 年

を迎え、秋晴れの９月 日に大

学大ホールで記念式典が行われ

ました。滋賀県の嘉田由紀子知

事らをはじめ、びわこ成蹊スポ

ーツ大学の諮問委員や滋賀県体

協、大津市のスポーツ関係者ら

多数の来賓が臨席されました。

学園の石井茂理事長、嘉田知事

らのお祝いの言葉があり、飯田

稔学長が 年の歩みを振り返り

ながら式辞を述べました‖写

真。

飯田学長は 式辞の中で2003

年に誕生した本学は、スポーツ

に関する学術の中心として深い

理論と実践を備えた高度職業人

を育成し、21世紀のスポーツ文

化を創造するとともに、国及び

地域の発展に寄与する目的でび

わこ成蹊スポーツ大学が創立さ

れました。開学初年度から高い

志願倍率を誇り、2007年からは

社会的・学内的要請に応えた定

員増や講義棟など施設の充実、

新規教職員の採用などで着実に

前進してきました」と初代学長

の森昭三先生が築かれた基礎か

ら進歩した大学の歩みを振り返

りました。

さらに、すべての大学が７年

に一度受ける大学機関別認証評

価（本学は、㈶日本高等教育評

価機構で受審）が定める大学評

価基準を満たしているとの認定

を受けたことや、2011年から始

まった 2015に沿

って①見える教育②活きる研究

③役立つ社会貢献④確かな管理

運営の目標を掲げて具体的な改

善策に取り組んでいることを紹

介し、「 年の基礎の上に教育

の質の向上を重視し学生一人ひ

とりと向かい合い、小規模大学

の良さを生かした教育をめざし

ます」と新たな歩みに向けた抱

負を語りました。

この日の式典で会場となった

大ホールと第１、第２ホール、

そして、隣接した講義棟の大講

義室および中講義室を映像と音

声で結ぶサテライトシステムが

初めて導入され、参加した学生

らは同時進行で流れる式典の模

様に目を見張っていました。
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モニュメントお披露目

「カイガク カラフルな絵

文字でチアリーダー（箕面自由学園）

がアクロバティックに華やかなお祝

いメッセージを描く――９月 日の

周年記念式典に続いて、比良川を

挟んだびわこ成蹊スポーツ大学北側

に完成した新しいスポーツゾーン

「比良エリア」でテニスコートや

周年記念モニュメントのお披露目が

行われました。

比良エリアのほぼ中央に位置する

人工芝の「つどいの広場」の一角に

設置された記念モニュメントのネー

ミングは「巨大な光に向かって」。

周年を経て新しい歩みを始める

「びわスポ」の将来を象徴するよう

にモニュメントは天空に金色の大き

な手を伸ばしている像。作者は大阪

成蹊短大、大阪成蹊大学の学長を歴

任された彫刻家の宮瀬富之先生。若

人の躍動を表現したという宮瀬先生

ならではの作品で、モニュメントの

題字はびわこ成蹊スポーツ大学の飯

田学長の手によるものです。

モニュメントの除幕式に続いて大

学の新しいスポーツ施設として今夏

に完成した「テニスの森」、「野性

の森」のお披露目も行われました。

なかでも、出席者の皆さんが口をそ

ろえて称賛されたのは表面がブルー

で統一された「テニスコート」。世

界４大テニストーナメントのひと

つ、全豪オープンと同じハードコー

トの仕様で本学競技スポーツ学科の

植田実教授（テニス部監督）がナイ

ター照明付きの５面半のコートを説

明しました。

「テニスの森」の東側にある「野

性の森」は、新入生のフレッシュマ

ンキャンプで取り組んでいるＡＳＥ

活動（社会性を育成する実際体験）

など野外教育の拠点になる設備がそ

ろっています。昨秋にできたベース

ボールフィールドと合わせて、比良

エリアのスポーツ施設は、びわこ成

蹊スポーツ大学の地域に開かれた自

然豊かなキャンパスとして親しまれ

そうです。

スポーツ＆カルチャーセンターの副センター長で、

本学陸上競技部の監督でもある、大阪成蹊大学マネジ

メント学部スポーツビジネスコースの瀧谷賢司准教授

が、このたび日本陸上競技連盟強化委員会女子短距離

部長に就任され、 年に開催されるリオデジャネイ

ロオリンピックに向けて日本女子短距離チームを指導

する事になりました。そこで今回の就任について瀧谷

准教授にお話を伺いました。

私の役割はリオデジャネイロオリンピックに出場す

る選手やコーチを指導・統括することです。ここ数年、

日本女子短距離は注目されていますが、ロンドンオリ

ンピックでは思うような結果を残すことができません

でした。この流れを変え、選手・コーチの意識改革を

促すために私は招集されたと考えています。日本人選

手の能力は高く、決勝に進出する力は十分にあると思

っていますので（特に４×100ｍと４×400ｍ）、技術

的な指導はもちろんですが、まずはどんな状況にも折

れることのない「たくましい心」の育成に力を注ぐつ

もりです。

今回のお話を受けるにあたり ずいぶん迷いました

私はこの春にスポーツビジネスコースの准教授に就任

したばかりで 指導をしている陸上競技部の学生たち

もどんどんと実力を伸ばしています このような状況

で日本陸上競技連盟女子短距離部長の仕事をお受けす

れば 学生たちに迷惑がかかると思ったからです しか

し今回のように世界を舞台にした仕事を経験すること

で 同じように世界を目指して練習している学生たち

にも何か還元できるのではないかと考え お受けする

ことにしました またこれまで日本陸上競技連盟の指

導者は ほとんどがオリンピック選手や日本記録保持

者でした しかし現場の指導者として長年陸上競技に

かかわってきた私が今回選ばれたことは 他の指導者

の方たちにも夢を与えられることだと思っています

教育学部の教育理念

及び目的

教育学部は未来を切り拓

く子どもの「生きる力」を

育むために、深い人間的な

ふれあいと成長過程での発

達特性の理解に基づいて、

専門的に学修することを目

的とする。つまり、幼児・

児童が自立して社会の中で

豊かな人生を送るために、

その成長を長期的な視点で

捉え、知性・感性・特性を

ともに培う確かな人間教育

を通して、活躍できる人材

の育成を目指す。
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本学園の児童教育関係の在籍

学生・生徒は、大阪成蹊女子高

等学校、大阪成蹊短期大学を合

わせて931人に達しています。

大阪市の小学校教員採用試験

で合格者 名(短期大学の最近

６年間）、大阪市の小学校講師

数 人、幼児教育学専攻の就職

率100％（就職希望者対比）、

地元幼稚園の ％に卒業生が先

生として在籍するなど、北大阪

地区において、｢児童教育の成

蹊｣という評価は定着していま

す。このような児童教育の強み、

特色を生かして教育学部を新設

します。

２年生から 小学校 幼稚園教

員をめざす｢初等教育コース｣

と幼稚園教員、保育士をめざす

｢幼児教育コース｣のいずれか

を選択して専門性を身につけ、

教員採用試験での高い合格率を

めざします。

学生は担任の教員と気軽に相

談でき、担任は、学生の日常の

些細な変化も見逃さず卒業まで

導きます。

１年生から学外の実習を取り

入れて、最終的に教育実習へと

結び付けます。学校のみならず

企業へのインターンシップやボ

ランティア活動など、学生は積

極的に社会活動に取り組みま

す。また、教育現場に入ったと

き、自信をもって子どもと接す

ることができるよう音楽、体育、

図画工作といった科目を重点的

に指導する特性科目を設置し、

個性豊かな教員を育てます。

武蔵野實教授

大阪成蹊大学 学長予定者

・理学博士（京都大学）

・京都教育大学教育学部教授

・京都教育大学副学長

・現 大阪成蹊短期大学学長

三村寛一教授

大阪成蹊大学 学部長予定者

・学術博士（大阪市立大学）

・大阪教育大学教育学部教授

・現 大阪成蹊大学副学長
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武蔵野学長  濟州觀光大學訪問
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大阪成蹊短期大学と韓国の濟州觀光

大學とは平成 年に交流協定を締結し

ていますが、近年は毎年のように濟州

觀光大學の学生が１～２名本学に短期

留学生として来訪し、一方で本学短大

生が１カ月間の韓国語の短期語学研修

生として濟州觀光大学で学習するよう

になり交流が盛んになってきていま

す。

このような学生の教育上の交流が発

展する中で、先日、本学の武蔵野實学

長が濟州觀光大學を訪問し、現地で講

演するなど学術的交流を行いました。

９月 日(金)武蔵野学長は観光日本

語学科長の河京勳（ハ・キョンフン）

先生の案内で、濟州觀光大學へ赴き、

金性圭（キム・ソンギュ）総長、韓承

一(ハン・スンイル)副学長らの出迎え

を受け、留学中の本学学生、本学へ留

学した濟州觀光大學の学生、本学へ留

学予定の学生とともに懇談しました。

午後、武蔵野学長は 名ほどの学生

を前に「日本と韓国ジオパークの絆」

と題して、韓国で唯一

に加盟している済州

島と国内で活動が盛んになってきてい

る日本ジオパークネットワークの現状

に触れながら、日本海の生成に関わる

話題、ジオパーク（大地の公園）の意

義などについて講演しました。

日（土）には済州島で世界遺産に

登録されている拒文岳（コムンオルム）

トレッキングコース、タフコーン（火

山地形の一種）の城山日出峰（ソンサ

ンイルチュルボン)溶岩トンネルの万

丈窟（マンジャングル）を河京勳先生

の案内で見学しました。

済州島は韓半島につながった大陸地

殻の上にありながら、ハワイ

の火山と類似した玄武岩の活

動によってできた島で、特異

な地形や地質からなり豊かな

自然に満ちていることに特徴

があります。折りしも済州島

では世界自然保護会議（ＷＣ

Ｃ）が開催され、自然の保護

と持続可能な社会について議

論が行われていました。
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大阪成蹊短期大学
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大阪成蹊女子高等学校
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圧巻の

ダンスパフォーマンス

９月 日（土）、 日（日）の両日に

文化祭を行いました。今年もたくさんの

来場者の方に来ていただき、盛り上がり

を見せました。

今年のテーマは「

」ということで、多種多様な

クラス企画が催されました。今年から新

しい部門として、「アトラクション部門」

が創設され、来場された方々に今まで以

上に楽しんでもらおうという趣旨の下、

模擬店やビデオ放映、さらにはプラネタ

リウムやおとぎの国を教室内の装飾だけ

で表現していくという今までにない形の

クラス企画が生まれました。

また、パフォーマンス部門ではダンス

パフォーマンスをはじめ今流行の「集団

行動」まで飛び出し、大いに盛り上がり

を見せました。

舞台部門では、演劇とダンスのクラス

企画があり、こちらも今までにない演技

を見せてくれて素晴らしいパフォーマン

スでした。

各クラスとも、夏休み前の企画を考え

るところから始まり、担任の先生や文化

委員には大変骨の折れる作業だったかも

しれませんが、成蹊伝統の「行事は全力

で」という暗黙の了解で全教員、全生徒

協力し合いながら何とか当日を迎え、各

クラスとも満足のいく充実した文化祭で

はなかったかと思います。

ＰＴＡ企画では、保護者の方々よりバ

ザー出品の協力をいただき、売れ行きも

好調だったようです。ご協力いただきま

した保護者の皆様にはこの場を借りまし

て感謝申し上げます。

また文化振興委員会を中心にした作品

展示でも多くの作品が展示され、こちら

も保護者の方々の多大なご協力によりボ

リュームのある展示になり、感謝申し上

げます。

この２日間で来場者数は2400人程度と

なり、今年も混雑した中ではありました

が、大きな事故もなく文化祭を終了する

ことができました。これは各教職員、保

護者の方々のご協力の賜物であると思っ

ております。今後も、成蹊の行事はいつ

でも教員、生徒ともに全力で行っていき

たいと思っております。

校舎に掲げたテーマ

Ｐ
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２日間の文化祭に2400人来場 今年のテーマは「 」

アトラクション部門

パフォーマンス部門

舞台（ダンス）部門

舞台（演劇）部門

金賞 ３年８組

銀賞 ３年１組

銅賞 １年４組、１年 組

金賞 ３年４組

銀賞 ３年５組、１年８組

銅賞 ２年 組

金賞 ３年９組

銀賞 ３年７組

金賞 ２年３組

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
に
ぎ
わ
う

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
に
ぎ
わ
う
料
理
展
示
や
コ
ン
テ
ス
ト
も

７月 日（日）オープンキ

ャンパスにおいて、「フード

フェスタ」を開催し、食物コ

ース調理クラス・フードコー

ディネートクラス・栄養コー

ス・マネジメント学部の食ビ

ジネスコースが集結して、食

に関するさまざまなイベント

を行いました。

当日は、各コース説明のほ

か、料理○×クイズ、卒業作

品展の再現料理展示・テーブ

ルコーディネート展示、２回

生によるキャラクター弁当コ

ンテスト・デザートパフェコ

ンテスト、パネル展示などを

行いました。

なかでも、２回生による各

コンテストでは、日ごろの成

果を来場者に見ていただき、

人気投票後の表彰式では会場

中が温かい拍手に包まれまし

た。ランチタイムには、在

学生が提供する模擬店コー

ナーで和牛のボロネーゼパス

タやチャイナサンド、フライ

ドピンチョスの盛り合わせ、

さらにミニパフェやフレッシ

ュジュースが高校生や保護者

ら100名を超す来場者にふる

まわれました。

参加者のアンケートでは、

「在学生がとても楽しそうで、

大阪成蹊に行きたい気持ちが

さらに強くなった」「今まで

行った学校の中で、一番雰囲

気が良かった」など、ありが

たい感想をたくさんいただ

き、参加者に向けた本学志願

へのきっかけ作りとして、イ

ベントを大盛況に終えること

ができました。

デ
ザ
ー
ト
パ
フ
ェ
コ
ン
テ
ス
ト

キャラ弁コンテスト 人気投票１位の作品
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オープンスクールオープンスクール 開催！
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大阪成蹊大学 マネジメント学部
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大阪成蹊大学マネジメント学部ス

ポーツビジネスコース主催で８月

日と 月 日に、２つのスポーツシ

ンポジウムが開かれました。

スポーツシンポ２回開催

８月 日のスポーツシンポジウム

１は「日本の教育はどうあるべきか

？～グローバルなスポーツの視点か

ら～」をテーマに、本学プラムホー

ルにて行われ、360名を超える聴衆

で会場は熱気に包まれました。

パネリストに原博実氏‖日本サッ

カー協会技術委員会委員長、ミゲル

・ロドリゴ氏‖フットサル日本代表

監督、望月聡氏‖サッカー女子日本

代表ヘッドコーチ／びわこ成蹊スポ

ーツ大学准教授を迎え、本学マネジ

メント学部上田滋夢教授がコーディ

ネーターを務めました。

今夏のロンドン五輪・女子サッカ

ーで銀メダルの望月准教授への祝

辞、本年 月に行われるＦＩＦＡフ

ットサル・ワールドカップのアジア

代表権を獲得したミゲル・ロドリゴ

氏への祝辞と本大会での健闘祈願で

シンポジウムは始まりました。

「第１部 グローバルな観点から

の教育」では、望月准教授により、

なでしこＪＡＰＡＮ全体の「明るさ」

と「ポジティブさ」を向上させつつ、

チーム内の「競争状態を常に維持」

させることに苦心したことが語られ

た。ミゲル氏は「日本はスペインで

はない。日本には日本の文化があり、

他国のやり方をコピーするのではな

く、その特性を活かした方法を確立

すべき」と熱弁されました。

「第２部 教育の達成目標（勝利

と内容・結果と発展）」では、原氏

より「なぜ、香川真司選手は五輪代

表に選ばれなかったのか」など、報

道には出てこない裏話。原、ミゲル

両氏から「五輪は通過点。最終目標

のために目先の結果を捨てる」「デ

ータはデータ。人の能力評価は数値

化できない。長期的視野で成長を評

価し、 （世界）を明確にす

る」と提言がなされました。

「第３部 大学教育への提言、指

導者への提言」では 足が速い」と

か「身体が強い」という形態的な特

徴を形式的に評価せず、状況認識・

判断・決断・実行に優れる人間を育

む。指導者も「自分たちの状況を認

識する環境 気づきの感性を育む環

境」が必要、との提言をまとめられ

ました。テーマから自由に逸脱しな

がら、最終的には提言が同様になる

という調和に観客席からの拍手はや

まず、時節柄、インパクトの強い画

期的なシンポジウムとなりました。

ス
ポ
ー
ツ
教
育
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
‖
８
月

日

なでしこ強さの秘密
・・・・・８月 日

親子一緒に楽しもう
・・・・・ 月 日

月 日のシンポジウム２は、「ス

ポーツと人間力 ～文武両道の教育

～」をテーマに、本学プラムホール

にて250名の参加者のもと開催され

ました。

第１部の基調講演では「文武両道

の人間を育てる秘訣」をテーマに、

テニスの杉山愛選手の実母で教育研

究家の杉山芙沙子氏より、「スポー

ツだけでなく、学力や人間力のある

子育てをするにはどうすればよいの

か」、自らの経験と石川遼、宮里藍、

錦織圭の３選手のご両親のインタビ

ューを通して見つけた「 の法則」

をご講演いただきました。

親は子どもと同じ目線でスポーツ

を楽しむこと。勝ち負けよりもまず

スポーツが好きになること。親子が

一緒になって努力し、工夫すること。

試合で負けたときこそ、優しく迎え

てあげることなど、貴重なお話をし

ていただきました。

第２部のパネルディスカッション

では「スポーツによる教育と人間力

の育成」をテーマに、パネリストに、

学校の現場から新庄小学校校長の友

岡好枝氏、スポーツクラブの現場か

ら瑞光テニスクラブ代表の安積直孝

氏、塾の現場から（株）パーソナル

サポート代表取締役の吉村昭彦氏、

研究の現場から本学副学長・教授の

三村寛一氏を迎え、本学マネジメン

ト学部の植田真司教授がコーディネ

ーターを務め、ディスカッションが

行われました。

友岡氏から、「小学生が休憩時間

などに運動することで、落ち着いて

授業を受けるようになった」、安積

氏から「テニスを通じて集中力やマ

ナーを学ぶことができる」、吉村氏

から「スポーツを通じて、先生と生

徒のコミュニケーションを図ること

ができる」、三村氏から「調査研究

から運動と学力には明らかに相関関

係がある」など、学力や人間力向上

にスポーツがいかに重要な役割を担

っているか、各現場の事例をご紹介

いただきました。

教
育
研
究
家
・
杉
山
芙
沙
子
氏
の
講
演
風
景
‖

月

日
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大阪成蹊女子高等学校
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昨年の８月のオープンスクール。参加者数637名、

会場に入りきれずに大慌て…。とりあえずは無事に

終了したものの、大きな問題が残っておりました。

毎年たくさんの方が参加される 月の入試問題解説

の会場をどうしたらよいか…。広報室で議論の末、

出した答えが「第２体育館を説明会場にする」とい

うもの。大きなスクリーン３枚と強力なプロジェク

ター１台を新たに導入し、なんとか広い会場でもス

トレスなく聞いていただくことができました。

そして、今年の夏。前年度の経験から８月のオー

プンスクールを第２体育館で実施。夏真っ盛りです

から暑さ対策でうちわの配布、そしてスポットクー

ラー６台を稼働させて対応したものの、やはり体育

館は広かった。それでも、参加者の皆様はうちわ片

手に真剣なまなざしで聞いてくださる。勝手な想像

ですが、暑い中で駅前や校門に立って、元気よくあ

いさつをしている成蹊生に比べればと…あくまで勝

手な想像ですが。

「成蹊のオープンスクールに行った生徒がとても

学校を気に入って帰ってくる」と中学校や塾の先生

からよくお話をいただきます。「どんなことをやっ

ているのですか？」とも。「実は秘技がありまして

…」というようなものはなく、いたって普通のオー

プンスクール。ただ、中学生や保護者の方がよくお

っしゃるのは、「どの先輩もあいさつをしてくれた」

「とても優しく教えてくれた」ということ。

大阪成蹊女子高等学校のオープンスクールは、そ

んな生徒に支えられています。当たり前のことなの

かもしれませんが、オープンスクールに来て出会う

在校生の姿が、そのまま学校の印象となる。今、こ

うしてたくさんの方に来ていただけているのは、き

っと成蹊生のかもし出す雰囲気の良さにあるのでし

ょう。まさしく「桃李不言 下自成蹊」を実践して

くれている生徒に感謝します。

大阪成蹊女子高等学校

募集広報企画室 仲岡 志訓月はハロウィン企画でお出迎え

オープンスクール全体説明会の様子

こ
み
ち
幼
稚
園

莢莢莢

莢莢莢

保護者の笑顔 子どもの幸せ

毎年５月のＰＴＡ総会において、

保護者の皆さんに必ずお話しするこ

とがあります。それは、「子どもに

もそして保護者の皆さんにも こみ

ち幼稚園大好き‼ と言っていただ

ける幼稚園を目指しています」とい

うことです。ある幼児向けのテレビ

番組で、ＭＣの方が、わざわざ子ど

もが見てもわからない外国のタレン

トのモノマネをしていたそうです。

その理由は、「お母さんがそのモノ

マネを見て笑うと子どもも自然と笑

っている。お母さんが笑顔になると、

子どもも幸せなんだよ」とのことで

した。

その話を聞いて、かつて私が受け

持った女の子のことを思い出しまし

た。６年生の時に、重い病を患い、

ずっと入院したまま中学生になりま

した。夏に当時の同僚とお見舞いに

行ったところ、薬の副作用で髪は抜

け落ち元気な頃の彼女を知っている

身としては、随分ショックを受けま

した。しかし、私が話を始めると、

お母さんが涙を流しながらお腹を抱

えて笑っている姿を見て、彼女がう

れしそうに笑い「お母さん久しぶり

に笑ったね」と言ったのです。帰る

時間には、何度も引き止めようとし

ているのが感じられました。

結局その姿が最期となったのです

が、それから、「子どもの笑顔は保

護者の笑顔から、保護者の笑顔は子

どもの笑顔から」生み出されるとい

うことが教訓となりました。

園長から、「我々の教育には、愛

があるのか？」と言われます。優し

いばかりではなく、その子どものた

めを思って時には、厳しくする時も

必要なのです。それは、保護者に対

しても同じだと思っています。入園

説明会では、「本園の教員は、子ど

もたちのことを第一に考える愛にあ

ふれた最高の先生たちです」と話し

ました。

「 幼稚園への愛 子どもへの

愛 保護者への愛 」があふれ笑

顔の絶えない幼稚園を作っていきた

いと平成 年度の募集を終え、さら

に未来へ向けて決意を新たにしてい

ます。

こみち幼稚園 教頭 井上扶美
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♪コーラス部　ミュージカル♪

びわスポキッズフェスティバル
ｉｎ北比良、ｉｎ草津

陸上部

フットサル部

・天皇賜盃　第 81回日本学生陸上競技対校選手権大会

・秩父宮賜盃　第 65回西日本学生陸上競技対校選手権大会

・第 28回日本ジュニア選手権大会

★木村茜さんは２年連続で女子最優秀選手にも選ばれました。

大阪成蹊短期大学 交換留学生報告会

第２回  大阪成蹊アート＆デザイン・コンペティション 2012

山下湧平さんの「僕の目線」

大
山
莉
奈
さ
ん
の

「
く
だ
も
の
ミ
ラ
イ
」

髙
寺
真
未
さ
ん
の

「
瞳
の
見
る
未
来
」

波
多
野
梧
さ
ん
の「
祈
り
」

野
一
色
優
美
さ
ん
の「
黒
猫
ム
ス
メ
」
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びわこ成蹊スポーツ大学
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大阪成蹊女子高等学校・大阪成蹊短期大学・大阪成蹊大学

の枠組みを超えてクラブ活動を支援するスポーツ＆カルチャー

センターからは、今シーズンも数多くの入賞のニュースが届い

ています。

100ｍ 木村茜 ６位 200ｍ 木村茜 ５位

４×100ｍ 河本晴香、木村茜、酒井里桂、手塚麻柚 ８位

100ｍ 木村茜 ２位 100ｍハードル 上田繭 ２位

三段跳び 金沢理恵 ７位

100ｍ 木村茜 １位 200ｍ 木村茜 １位

100ｍハードル 上田繭 ７位 やり投げ 脇畑優子 ５位

・大阪府大学フットサルリーグ 首位独走中（ 月 日現在）

・関西学生フットサルリーグ ２位

・ カレッジフットサル

大阪成蹊Ａ ３位／大阪成蹊Ｂ ４位

・ 全日本フットサル選手権 大阪大会

ＢＥＳＴ 進出

大阪府合唱連盟理事

長の清原浩斗先生をは

じめ、著名な先生方を

お迎えし活動している

大阪成蹊学園コーラス

部は、大阪成蹊女子高

等学校文化祭にてミュ

ージカル「サウンド・

オブ・ミュージック」

に挑戦しました。台本

も生徒自ら作成し、熱のこもった練習を日々行い、当日は歌・

芝居・ダンスと活気溢れるステージを披露しました。今後もミ

ュージカル、唱歌、聖歌などに取り組み、更なる成長を目指し

て練習に励みます。

語学研修の実り語る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
演
し
た

大
阪
成
蹊
学
園
コ
ー
ラ
ス
部

韓
国
で
語
学
研
修
を
終
え
た

学
生
ら

大阪成蹊短期大

学は濟州觀光大學

（韓国）と国際交

流協定を締結して

います。

今年１カ月間の

語学研修生とし

て、３月に林美穂

さん（総合生活学

科栄養コース現２回生）と吉川亜由美さん（観光学科現２回生）、

９月に村上陽子さん（経営会計学科現１回生）が濟州觀光大學

で韓国語を学んできました。

教育研究支援センターの国際交流部門は、 月 日(金)に、

語学研修の様子を、短期大学武蔵野学長、山脇教育研究副セ

ンター長らに報告する交換留学生報告会を開催しました。

３人は、パワーポイントを使用して留学の動機、授業、語

学習得、異文化体験、寮生活、現地学生との交流についてま

とめましたが、みな韓国語の習得以外にも、多くの外国人の

友人を得たことや、異文化の中で生活することで自分に自信

がついたなど、今回の語学研修がとても有意義であったと報告

しました。

びわスポキッズフェスティバルが、 月 日(日)にびわこ成

蹊スポーツ大学で開かれ、 月９日(日)に三ツ池運動公園で開

かれました。本フェスティバルは、びわこ成蹊スポーツ大学の

学生キッズリーダーが中心となり、子どもたちにスポーツを通

じて、「からだ」と「こころ」を健全に育み、一人ひとりの子

どもたちの未来が輝くことを願い活動しています。

詳細はこちらへ

キッズフェスティバルに集まった参加者たち
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榑谷美玖さん

の「待つ」

大野美波さん

の「欲張り」

森田鮎実さん

の「実改道」
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学生 表彰報告

江川佳菜さんと作品

島根県で開催された

「碧い石見の芸術祭2012」

の目玉イベントである

「全国美術大学学生日本

画展2012」において、本

学部美術学科の２年生・尾高宏起さんの日本画作品が奨励賞

に選ばれました。受賞作品は、あざみの一種で「アーティチ

ョーク」を描いたもので、初夏の風が吹き渡る野原に誘われ

るような爽やかな作品です。東京藝術大学や筑波大学など錚

々たる精鋭たちに伍して本学の学生作品が受賞したことは大

変喜ばしいことであり、早速石井理事長から今年度の学生表

彰者として表彰されました。
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尾高宏起さんと作品

学
生

受
賞
報
告

「デコリメイ

クチャレンジ

展」において、

環境デザイン学

科テキスタイル

・ファッション

デザインコース

の３年生・江川佳菜さんの、ネク

タイを使ったベストがリメイク部

門でアパレル工業新聞社賞を受賞

しました。

糸
曽
教
授
原
案「
サ
ン
タ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
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教
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活
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報
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藤本友さんの

「 」

田中義樹さんの

「ふりかえる」

下
野
安
由
美
さ
ん
の

「

」

第２回大阪成蹊アート＆デザイン・コンペ

ティション2012の審査結果が決定しました。

昨年に引き続いて「未来への発信」をテーマ

に、中学生作品155点（応募校数 校）、高

校生作品703点（応募校数 校）という昨年

を大きく上回る数多くの力作の応募がありま

した。 月 日(日)に開催されたその審査結

果をお伝えします。

まず、中学生の部では、百合学院中学校の

２人の生徒さんの作品が、最高賞であるグラ

ンプリ（大山莉奈さん）と次席である審査員

特別賞（髙寺真未さん）に選ばれました。ま

た中学生の部の各部門賞はＡ部門（イラスト

レーション）に大阪市立咲くやこの花中学校

の波多野梧さん、Ｂ部門（キャラクター・漫

画）に大阪市立昭和中学校の野一色優美さん、

Ｃ部門（美術作品）に大阪市立咲くやこの花

中学校の下野安由美さんらがそれぞれ選ばれ

ました。さらに佳作の 点、入選の 点も決

定しました。

アニメーション・キャラクタ

ーデザインコースの糸曽賢志教

授が原案・監督を担当する新作

『サンタ・カンパニー』をご紹

介します。 月初旬にはポプラ

社から児童小説として出版さ

れ、さらに来年にはユナイテッ

ド・シネマ系劇場他全国でアニ

メ公開予定です。小説内のイラ

ストやアニメのキャラクター原

案は、夏のオープンキャンパス

にゲストで来校されたライト・

ノベルなどの表紙やボーカロイ

ドのキャラクターデザインなど

でお馴染みの人気イラストレー

ター「左」さんによるものです。

高校生の部では、数多くの応募者の中から

困難を極めた選考の結果、グランプリに三重

県立津東高等学校の田中義樹さんの段ボール

を使った迫力のある胸像作品が選ばれまし

た。さらに数度の検討の結果、審査員特別賞

に京都共栄学園高等学校の藤本友さんによる

昆虫の世界を甘美な色彩で描いたファンタジ

ックな作品が選ばれました。また各部門賞と

してＡ部門(ビジュアルデザイン)には京都市

立銅駝美術工芸高等学校の榑谷美玖さんの群

衆の中の孤独を描いたイラストレーション、

Ｂ部門(写真)には大阪府立成城高等学校の山

下湧平さんの学校の廊下での甘い１コマを捉

えた３点組、Ｃ部門(ファッション・インテ

リア・プロダクトデザイン)には大阪市立工

芸高等学校の大野美波さんのマルチドアのつ

いた木函作品、Ｄ部門(美術・工芸)には大阪

府立港南造形高等学校の森田鮎実さんの花に

囲まれた女性の笑顔が印象的な版画作品が、

それぞれ選ばれました。さらに佳作 点と入

選 点が決定されました。中学生の部および

高校生の部それぞれに応募作品の指導と出品

にご尽力いただいた学校に対して、「学校賞」

が選ばれました。選考いただいた先生方はじ

め多くのお世話いただいた関係各位には厚く

お礼を申し上げます。

なお、授賞式は 月 日(土)に行われまし

た。また受賞作品展示は 月 日(土)から

月１日(土)まで、南館１Ｆのギャラリー＜

＞とプレゼンテーションルーム・学

生ホールにおいて開催されますので、多数の

ご来場を心よりお待ちいたしております。

大阪成蹊大学芸術学部
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